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第 I 部「問題と目的」は 4 つの章から構成された。第 1 章では従来の遊びの定義と遊びの分類
について概観した。第 2 章ではこ、っこ遊びの発達に関する従来の研究を、第 3 章で、はルール遊び
の発達に関する従来の研究を概観するとともにその問題点を指摘した。そして、第 4 章では、第
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1 章、第 2 章、第 3 章の検討を踏まえ、幼児の協同遊びにおける相互交渉の重要性を指摘し、本研
究の目的と仮説について述べた。















第 9 章(研究 5) では、年長児のルール遊びにおける作戦会議と作戦実行行動との関連について
検討を行った。その結果、役割分担や実行方法を確認する相互交渉がその後の作戦実行行動の増
加につながることが示された。





















幼児の遊びの発達に関する研究は、遊びの古典的理論における再評価を経て、 Parten (1932) 
の研究以来、数多く行われてきた。当初は、幼児の社会的参加のー形態として捉えられていた遊








発達に着目した本研究は、主として次の 3 つの点において評価できる。第 1 に、象徴能力の発達
とコミュニケーション能力を同時に捉えることにより、年齢とともに遊び場面で意図のズレが起
こりやすくなること、そのため協同遊びにおける子ども間の相互交渉が重要になることを明らか
にした点である。
第 2 に、実際の遊びの場面では捉えきれなかった相手の発話に対する修正の意図について実験
的手法を用いて明らかにした点である。すなわち、年齢ととともに子どもは相手の誤った発話は
修正するがあいまいな発話は修正しないといったように、遊びの文脈に依存して発話修正を行う
ように発達することを明らかにした点が評価できる。
第 3 に、保育の場における「気になる」子どもの遊び参加と保育者評定との関連、ルール遊び
場面における子ども同士の相互交渉とその後の遊びの展開との関連を検討することにより、協同
遊びの成立と展開において、認知発達だけでなく実行機能・行動抑制の発達が重要であることを
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示した点が評価できる。すなわち、「できるーできない」という次元と「するーしない」という次
元を組み合わせて協同遊びの発達を描くことの重要性を示している。
認知発達とコミュニケーション能力の発達といった個体能力の機能間連関、個体能力の発達と
関係性の発達との関連性を描くことにおいては残された課題もあるが、従来の研究の問題点を明
らかにするとともに協同遊びにおける相互交渉の発達プロセスとその機能を明らかにしたことは、
発達心理学に新たな知見をもたらしたと判断できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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